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五
、
大
術
暦
の
内
容

上
来
大
術
暦
の
特
徴
と
し
て
大
術
と
暦
数
、
易
と
卦
気
説
な
ど
の
問

題
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、

こ
れ
よ
り
大
衡
暦
の
内
容
、
主
と
し
て

作
暦
の
原
理
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た
い
、
こ
れ
は
色
々
な
面
か
ら
観
察

出
来
る
と
思
ふ
が
、
要
約
す
る
と
日
行
盈
縮
、
月
離
遅
疾
、
歳
差
、
日

月
蝕
、

五
星
運
行
な
ど
が
そ
の
重
な
る
問
題
と
な
ろ
う
、
先
ず
日
行
盈

縮
か
ら
始
め
る
。

(イ)
 

日
行
盈
縮

日
行

盈
縮
と
は
、
大
術
暦
本
議
に
定
義
し
て

「
日
行
日
睡
、
其
差
日

盈
縮
、

積
盈
縮
日
先
後
」
と
あ
る
よ
う
に
日
行
即
ち
睡
は
常
に

一
定
の

速
度
で
進
行
す
る
の
で
は
な
く
、
時
季
に
よ
つ
て
盈
縮
差
が
あ
り
、
従

つ
て
先
後
数

の
損
益
に
よ
つ
て
暦
の
上
の
二
十
四
気
の
日
数
も
常
気
即

ち
各
節
十
五
日
有
奇

の
等
間
隔
で
は
な
く
幾
分
そ
の
増
減
を
生
ず
る
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
古
代
暦
に
於
け
る
天
体
観

と
、
太
陽
の
運
行
と
地
球
と
の
関
係
な
ど
の
基
礎
知
識
が
要
る
、
そ
こ

で
今
そ
の
大
略
を
述
べ
る
。

古
代
支
那
の
天

の
考
え
方
に
は
宗
教
的
道
徳
的
に

一
種
の
人
格
神
と

し
て
こ
れ
を
見
る
場
合
も
あ
る
が
、
天
文
学
的
に
は
形
体
上
の
天
を
指

す
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
、
処
が
天
の
形
体
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
か
、
こ
れ
に
は
色

々
異
説
が
あ

つ
た
、
爾
雅
釈
天
の
邪
日丙

の
疏
に
よ
る
と
、
天
の
形
状
を
説
明
し
て
、

其
形
状
之
殊
。
凡
有
六
等
。

一
日
蓋
天
。

文
見
周
脾
。
如
蓋
在
上
。

二
日
渾
天
。
形
如
弾
丸
。
地
在
其
中
。
天
包
其
外
。
猶
如
鶏
卵
白
之

続
黄
。
楊
雄
桓
諜
張
衡
藥
當
陸
績
王
粛
鄭

玄
之
徒
。
並
所
依
用
。
三

日
宣
夜
。

旧
説
云
股
代
之
制
。
其
形
体
事
義
。
無
所
出
以
言
之
。
四

日
所
天
。
所
読
為
軒
。
言
天
北
高
南
下
。

若
車
之
軒
。
是
呉
時
銚
信

所
説
。
五
日
弩
天
、
云
弩
隆
在
上
。
虞
氏
所
説
。
不
知
其
名
也
。
六

日
安
天
。
是
告
時
虞
喜
所
論

と
あ
る
。
即
ち
蓋
天
は
地

の
上
に
蓋
を
冠

ら
せ
た
よ
う
な
も

の
と
考

え
、
渾
天
は
天
は
地
を
包
む

こ
と
卵

の
白
黄

の
如
き
関
係
に
在
る
も

の

大

衡

暦

考
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密

教

文

化

と
考

え
、
所
天
は
車
の
前
高
く
し
て
後
低
き
が
如
く
、
北
高
く
し
て
南

は
低

し
と
考
え
、
弩
天
は
天
が
地
の
上
に
弩
隆
の
如
く
覆
う
も
の
と
考

え
た

ら
し
い
。
宣
夜
と
安
天
と
は
詳
か
で
は
な

い
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て

見
て
も
色

々
な
異
説
が
あ

つ
た
こ
と
は
分
か
る
。

次

に
書
経
舜
典

「在
塔
磯
玉
衡
以
斉
七
政
」
の
孔
頴
達
の
疏
に
よ
る

と
藥
亀
天
文
志
云
。
言
天
体
者
有
三
家
。
 
一
日
周
脾
。

二
日
宣
夜
。
三

日
渾
天
。
宣
夜
絶
無
師
説
。
周
脾
術
数
。
具
在
考
験
。
天
象
多
所
違

失
。
故
史
官
不
用
。
惟
渾
天
者
。
近
得
其
情
。
今
史
所
用
。
候
毫
銅

儀
。
則
其
法
也
。

と
て
三
種
の
天
の
内
渾
天
説
が
最
も
依
用
す
る
に
足
る
と
な
し
、
更

に
そ
の
状
態
を
説
明
し
て
、

虞
喜
云
。
宣
明
也
。

夜
幽
也
。

幽
明
之
数
。

其
術
兼
之
。

故
日
宣

夜
。
但
絶
無
師
説
不
知
其
状
如
何
。
周
脾
之
術
以
為
天
似
覆
盆
。
蓋

以
斗
極
為
中
。
中
高
而
四
辺
下
。

日
月
芳
行
邊
之
。
日
近
而
見
之
為

昼
。

日
遠
而
不
見
為
夜
。

渾
天
者
以
為
地
在
其
中
。
天
周
其
外
。

日

月
初
登
於
天
。
後
入
於
地
。
昼
則
日
在
地
上
。
夜
則
日
入
地
下
。

と
あ
る
が
こ
れ
亦
大
体
邪
日丙
の
疏
と
同
様
で
唯
宣
夜
と
周
髄
の
術
即

ち
蓋
天
と
が
委
し
く
説
明
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
、
.
 
 

」
う
い
う
よ
う
に
天

の
形
状
に
は
色

々
異
説
が
あ

つ
た
が
、
そ
の
内
師
説
の
無
ぐ
な
つ
た
も

の
も
あ
り
、
天
象
と
合
は
な
い
も
の
も
あ
つ
て
結
局
渾
天
説
が
最
も
正

し
い
と
せ
ら
れ
、
漢
已
後
の
天
文
学
者
は
皆
こ
の
渾
天
説
を
採
用
す
る

よ
う

に
な

つ
た
。

さ
て
古
代
支
那
の
天
文
学
は
日
う
ま
で
も
な
く
天
動
説
で
あ
る
か
ら

こ
の
天
は
常
に
地
を
続
つ
て
運
行
す
る
、

処
で
そ
の
続
り
方
に
又
異
説

が
あ
る
、
先
き
の
爾
雅
の
釈
天
邪
日丙
の
疏

に
よ
る
と

諸
星
之
転
。

従
東
而
西
。
凡
三
百
六
十
五
日
四
分
日
之

一
。
星
復
旧

処
。

星
既
左
転
。

日
則
右
行
。
亦
三
百

六
十
五
日
四
分
日
之

一
。
至

旧
星
之
処
。
即
以

一
日
之
行
。
而
為

一
度
。
計
二
十
八
宿

一
周
天
。

凡
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之

一
。
是
天
之

一
周
之
数
也
。

と
あ
る
、
こ
れ
は
尚
書
緯
考
霊
曜
に
よ

つ
た
説
で
、
こ
れ
に
よ
る
と

天
は
左
転
し
日
は
右
行
す
る
と
日
う
こ
と
に
な
る
、
処
が
書
経
集
伝
に

よ
る
と
天
体
至
円
。
周
囲
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之

一
。
続
地
左
旋
。
常

一

日

一
周
而
過

一
度
。

旦
麗
天
而
少
遅
。

故
日
行

一
日
亦
続
地

一
周
。

而
在
天
為
不
及

一
度
。
…
…
月

麗
天
而
尤
遅
。

二
日
常
不
及
天
十
三

度
十
九
分
度
之
七
。

と
あ

つ
て
、
天
も
日
も
月
も
共
に
皆
左
旋
す
る
、
但
し
そ
れ
等
の
行

度
に
遅
速
の
差
が
あ

つ
て
日
月
は
天
に
対

し
て
逆
行
す
る
が
如
く
見
え

る
と
日
う
こ
と
に
な
る
、
私
が
前
に
大
街
暦
の
特
徴
の
処
で
述
べ
た
の

は
こ
の
後
説
に
よ
つ
た
の
で
あ
る
、

日
月
が
左
旋
か
右
旋
か
と
日
う
問
題
は
昔
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
色

々
論
議
さ
れ
た
事
柄
で
、
清
朝
の
玩
元
の

「疇
人
伝
」
王
錫
關
の
条
に

も
日
月
左
右
旋
問
答
日
。
令
望
錫
論
侍
於
暁
闇
先
生
。
縦
言
至
干
天
行
。

先
生
日
暦
家
言
。

日
月
右
旋
干
天
。
而
儒
者
乃
云
。
随
天
左
旋
。

二
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子
何
執
。
令
望
日
。

以
弟
子
観
之
。

則
右
旋
也
。

先
生
日
。

先
儒

日
。

天
無
体
。
以
二
十
八
宿
為
体
。
行
日

一
周
而
過

一
度
。

日
行
日

一
周
不
及
天
行

一
度
。
月
又
不
及
日
行
十
二
度
有
奇
。

と
あ

つ
て
、
古
来
日
月
の
運
行
に
は
暦
家
は
右
旋
説
を
取
り
、
儒
家

は
左
旋
説
を
取
つ
た
と
日
つ
て
い
る
、
然
し
こ
れ
ら
の
説
は
何
れ
で
も

よ
い
筈

で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
暦
家
で
は
天
は

一
日
に
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の

一
を

左
旋
し
、
日
は

一
日
間
そ
の

一
度
分
だ
け
右
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

一

年
を
経

れ
ば
天
の
度
数
だ
け
過
ぎ
て
元
の
処
に
帰
る
こ
と
に
な
り
、
儒

家
か
ら

い
え
ば
天
は

一
日
間
に
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の

一
を
続
つ
て

更
に

一
度
を
過
ぎ
。
日
は

一
度
だ
け
天
よ
り
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
、
つ

ま
り
両
説

の
相
異
点
は
、
天
と
日
が
互
に
迷

コ
ー
ス
で
運
行
し
て

一
度

の
差
を
生
ず
る
か
、
同

一
方
向
を
取
り
な
が
ら
遅
速
に
よ
り
て

一
度
の

差
を
生
ず
る
か
で
あ

つ
て
、
結
局
は
同
じ
事
実
を
説
明
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。

陳
師
凱

の
書
経
労
通
に

暦
家
以
進
数
難
算
。

只
以
退
数
算
之
。
故
謂
右
行
。
且
日
日
進
遅
。

月
行
速
也

と
日

っ
て
い
る
の
は
此
間
の
事
情
を
端
的
に
説
明
し
た
と
日
う

こ
と

が
出
来

る
。

さ
て
天
度
に
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の
一
が
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の

度
は
何

に
よ
つ
て
定
め
た
か
、
こ
れ
は
勿
論

一
年
聞
の
日
数
か
ら
定
め

た
も
の
で
あ
る

そ
れ
で
は
そ
の

一
年
間
の
日
数
ば
何
に
よ

つ
て
定
め
た
か
、
そ
の
定

め
方
に
も
色
々
の
方
法
が
あ

つ
た
が
、
最
初
は
特
定

の
星
を
標
準
と
し

て
定
め
た
ら
し
い
、
そ
れ
は
書
経
尭
典
に
見

え
る
説
で
、
尭
典
に
は

日
中
星
鳥
。
以
殿
仲
春
。

日
永
星
火
。
以
正
仲
夏
。
宵
中
星
虚
。
以

殿
仲
秋
。

日
短
星
昴
。

以
正
仲
冬
。

…
…
碁
三
一百
有
六
旬
有
六
日
。

以
閏
月
定
四
時
。

と
あ
る
、
尭
典
そ
の
も
の
が
尭
の
時
代

の
記
事
で
あ
る
か
ど
う
か
、

勿
論
疑
問
が
あ
る
が
、
仮
り
に
こ
れ
を
尭

の
時
代

の
事
実
と
す
れ
ば
、

こ
の
時
代
に
は
鳥
火
虚
昴
の
四
星
を
標
準

と
し
て
四
季
を
定
め
、

一
年

間
の
日
数
も
三
百
六
十
六
日
と
定
め
た
ら
し
い
、
又
こ
の
四
星
が
後

の

二
十
八
宿
読
の
基
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

次
は
北
斗
七
星
の
斗
柄
の
向
き
方
に
よ

つ
て
四
時
を
定
め
る
方
法
が

あ
つ
た
、
こ
れ
は
大
戴
礼
の
夏
小
正
に
見
え

る
説
で

正
月
斗
柄
県
在
下
。

六
月
初
昏
斗
柄
正
在

上
。
七
月
斗
柄
県
在
下
則

旦と
あ
る
に
よ
る
、
こ
の
説
も
可
成
古
く
か
ら
あ
り
、
春
秋
中
期
頃
ま

で
行
は
れ
た
説
で
あ
る
。

巳
上
は
何
れ
も
立
春
を
以
て

一
年
の
始
め
と
す
る
説
で
あ
る
が
、
こ

の
外
に
冬
至
を
以
て

一
年
の
季
節
の
基
準
と
す
る
説
が
あ
る
、
左
伝
僖

公
五
年
に

正
月
辛
亥
朔
。
日
南
至

と
あ
り
、
又
昭
公
二
十
年
に

二
月
巳
丑
。

日
南
至

大

術

暦

考
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化

と
あ

る
の
が
そ
れ
で
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
先

ず

冬

至

(夏

暦
十

一

月
)
即
ち
日
南
至
の
時
を
定
め
、
冬
至
か
ら
次
の
冬
至
に
至
る
ま
で
を

一
年

と
す
る
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
勿
論
春
秋
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

一
年
の
日
数
の
定
め
方
に
は
色
々
な
標
準
が
あ
つ
た
が

春
秋

已
後
は
日
南
至
を
以
て

一
年
間
の
基
準
と
定
め
る
よ
う
に
な

つ
た

次

に
起
る
問
題
は
天
の
星
宿
即
ち
廿
八
宿
十
二
次
の
こ
と
で
あ
る
、

星
宿

の
こ
と
は
先
ぎ
に
述
べ
た
発
典
の
文
の
外
、
夏
小
正
の
中
に
も

正
月
初
昏
参
中
。
二
月
参
則
伏
。
四
月
昴
則
見
。
五
月
初
昏
大
火
中
。

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
可
成
古
く
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
が
、

春
秋
の
終
り
戦
国
の
始
め
頃
か
ら
は
段

々
と
二
十
八
宿
十
二
次

の
説
が
唱
え
ら
れ
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ

の
事
実
は
左
伝
国
語
な
ど
の
文
に
よ

つ
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
る

二
十
八
宿
と
は
日
月
五
星
の
天
球
上
に
於
け
る
位
置
や
、
そ
れ
等
の
運

行
度
を
知
る
た
め
に
黄
道
附
近
に
在
る
恒
星
の
座
を
標
準
と
し
て
立
て

た
も

の
で
、
二
十
八
と
は
月

の

一
日
行
程
は
十
三
度
十
九
分
度
の
七
で

あ
る
か
ら
二
十
七
日
余
を
以
て

一
周
天
す
る
、
そ
こ
で
月
の

一
日
行
程

の
終
着
点
と
恒
星
と
の

一
致
し
た
所
に
名
ず
け
た
か
ら
で
あ
る
。

然
ら
ば
月
の
周
天
日
数
は
二
十
七
日
余
で
あ
る
の
に
周
天
を
何
故

に

二
十
八
宿
と
し
た
か
、
こ
れ
に
は
色

々
異
説
が
あ
り
印
度
な
ど
で
は
牛

宿
は
度
数
も
少
な
い
の
で
月
が
宿
せ
ず
し
て
通
過
す
る
な
ど
と
臼
う
説

も
あ
る
が
、
実
は
二
十
八
宿
は
特
徴
の
あ
る

二
群
の
星
座
を
二
十
八
選

ん
だ

の
で
其
の
星
座
の
距
離
は
等
間
隔
で
は
な
く
、
従

つ
て
必
ず
し
も

恰
度

一
日

一
宿
所
と
日
う
よ
う
に
は
行
か
な
い
、
何
れ
に
し
て
も
二
十

七
日
余
で
行
く
月
の
宿
を
二
十
八
と
し
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
二
十
八
宿
は
黄
道
附
近
に
在
る
恒
星
の
座
で
あ
る
か
ら

吾

々
か
ら
そ
れ
を
見
る
と
天
の
東
西
南
北

に
在
る
分
け
で
あ
る
、
そ
の

名
を
挙
げ
て
見
る
と
東
宮
蒼
龍
に
は
角
冗
域
房
心
尾
箕
の

七
宿

が

あ

り
、
北
宮
玄
武
に
は
斗
牛
女
虚
危
室
壁
の
七
宿
が
あ
り
、
西
宮
白
虎
に

は
奎
婁
胃
昴
畢
紫
参
の
七
宿
、

南
宮
朱
鳥
に
は
井
鬼
柳
星
張
翼
診
の
七

宿
が
あ
る
。

次
に
十
二
次
と
日
う
の
は
日
と
月
と
が
黄
道
面
に
於
て
会
す
る
所
を

十
二
次
に
区
別
し
た
も
の
で
、
二
十
八
宿
は
観
測
上
か
ら
名
ず
け
た
も

の
で
あ
る
に
対
し
て
、
こ
の
十
二
次
は
観
測
に
よ
ら
ず
日
と
月
と
が
会

す
る
周
天
の
度
数
か
ら
配
当
し
た
も
の
で
、
実
際
の
十
二
次
に
当
る
恒

星
の
位
置
は
二
十
八
宿
と
重
複
す
る
の
で
あ
る
、
そ
の
配
当
に
も
異
説

が
あ
る
が
、

一
例
を
挙
げ
て
見
る
と
十
二
次

の
寿
星
は

二
十

八

宿

の

角
、
山几
に
当
り
、
大
火
は
底
、
房
、

心
の
三
宿

に
当
た
る
が
如
く
で
あ

る
、
十
二
次
の
名
は
寿
星
、
大
火
、
析
木
、
星
紀
、
玄
樗
、
嫌
砦
、
降

婁
、
大
梁
、
実
沈
、
鶉
首
、
鶉
火
、
鶉
尾

こ
れ
で
あ
る
。

こ
の
十
二
次
は
観
測
さ
れ
る
も

の
で
な
く
、

日
と
月
と
が
会
す
る
点

を
数
理
的
に
定
め
た
も
の
で
天
文
学
が
可
成
り
進
歩
し
た
後
に
考
え
ら

れ
た
も

の
で
、
従

つ
て
二
十
八
宿
よ
り
は
後
世
に
定
め
ら
れ
た
も

の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
そ
れ
で
も
春
秋
戦

国
時
代
に
は
既
に
定
ま
つ
て

い
た
よ
う
で
、
そ
の
証
拠
は
左
伝
昭
公
元
年
に
、「
実
沈
毫
胎
為
崇
」
と

あ
り
、
裏
公
二
十
八
年
に

「玄
楊
虚
中
」

と
あ
り
、
同
三
十
年
に

「降

婁
中
而
旦
」
と
あ
り
、

昭
公
十
七
年
に

「
大
火
為
大
辰
」
僖
公
五
年
に
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「鶉
火
中
」
と
あ
り
、
更
に
国
語
に
」歳
在
寿
星
及
鶉
尾
其
有
此
土
乎
」

な
ど
と
日
つ
て
十
二
次
の
名
の
見
え
て
い
る
点
よ
り
し
て
も
明
か
で
あ

る
、
こ

の
二
十
八
宿
十
二
次
が
整
備
さ
れ
た
の
が
礼
記
月
令
で
、
月
令

は
呂
氏

春
秋
に
因

つ
た
と
も

い
わ
れ
る
か
ら
、
大
体
こ
れ
等
の
完
全
に

整
つ
て
来
た
の
は
秦
か
ら
漢

の
初
期
で
あ
つ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

か
く

し
て
二
十
八
宿
十
二
次
が
定
ま
る
と
次
に
は
周
天
度
と
此
等
の

割
当
度
数
が
問
題
と
な
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
漢
書
律
暦
志
、
晋
書
律

暦
志
に
も
委
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
弦
に
は
略
す
る
こ
と
に
す
る
。

己
上

で
大
体
古
代
の
天
体
観
の
説
明
が
終

つ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に

は
こ
の
天
体
と
地
球
と
の
関
係
を
考
察
し
て
見
ね
ば
な
ら
な
い
、
先
き

に
日
つ
た
渾
天
説
か
ら
日
う
と
、
天
は
そ
の
状
鳥
の
卵
に
似
て
地
は
そ

の
中
に
在
り
、
天
は
地
の
外
を
包
ん
で
い
る
、
恰
度
卵
の
黄
色

な
丸
を

白
味
が
包
ん
で
い
る
格
好
で
あ
る
、
そ
し
て
天
は
半
ば
地
上
を
覆

い
半

ば
地
下

に
在
る
、
そ
れ
故
天
は
地
上
に
在

つ
て
見
え
る
部
分
は

一
百
八

十
二
度
強
で
、
地
下
も
亦
そ
れ
に
同
じ
、
北
極
は
地
上
に
出
ず
る
こ
と

三
十
六
度
、
南
極
も
亦
地
下
に
入
る
こ
と
三
十
六
度
に
傾
い
て
い
る
、

そ
し
て
天
の
最
も
高
い
所
は
天
の
中
央
で
あ
る
、
周
脾
の
術
に
よ
る
と

斗
極
が
最
も
高
い
所
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
渾
天
説
で
は
北
極
か
ら
南

五
十
五
度
の
所
が
そ
の
中
央
で
最
も
高
い
所
と
な
る
。

こ
の
崇
高
中
極
か
ら
南
十
二
度
の
所
が
夏
至
の
日
道
で
、
又
そ
の
南

二
十
四
度
の
所
が
春
秋
分
の
日
道
で
あ
り
、

又
そ
の
南
二
十
四
度
の
所

が
冬
至

の
日
道
で
あ
る
、
更
に
南
下
し
て
地
を
去
る
残
り
三
十

一
度
で

あ
、る
、
そ
こ
で
夏
至
の
日
道
は
北
極
を
去
る
こ
と
六
十
七
度
と
な
り
、

春
秋
分
は
北
極
を
去
る
九
十

一
度
と
な
る
、
こ
れ
を
赤
道
と
日
う
、
冬
至

は
北
極
を
去
る

一
百
十
五
度
、

そ
し
て
夏
至
と
こ
の
冬
至
と
の
日
道
は

各

々
赤
道
を
去
る
二
十
四
度
で
、
こ
れ
を
黄
道
と
い
う
。
南
北
極
は
地

の
両
端
を
持
し
、
天
と
日
月
星
辰
は
斜
に
し
て
地
を
続
つ
て
い
る
、
「
日

南
至
」

「
日
北
至
」
と
い
う
の
は
こ
の
日
が
冬
至
の
線
を
行
く
時
と
夏

至
の
線
を
行
く
時
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
原
理
に
基
ず
い
て
機
械
を
以
て
天
体
を
観
測
し
よ
う
と
し
た
の

が
後
世
の
所
謂
渾
天
儀
で
、
漢

の
時
代
に
落
下
閥
と
い
う
人
に
よ
つ
て

初
め
て
そ
れ
が
考
案
さ
れ
、

一
行
な
ど
も
黄

道
遊
儀
を
作

つ
て
い
る
が

何
れ
も
そ
の
原
理
に
基
ず
い
て
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

已
上
の
よ
う
に
支
那
の
天
文
学
は
渾
天
説

に
よ
る
も
の
で
日
は
冬
至

の
黄
道
と
夏
至
の
黄
道
と
の
間
を
往
復
循
環
し
そ
れ
に
よ
つ
て
寒
暑
中

和
の
気
候
を
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、

然
も
日
は

一
日
に
常
に

一

度
を
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

処
が
天
文
学
が
段

々
進
歩
し
暦
法
の
計
算
法
な
ど
も
委
し
く
な
る
に

従

つ
て
日
は
必
ず
し
も
常
に

一
日

一
度
と
は
決
ま
ら
ず
、
時
季
に
よ

つ

て
運
行
に
不
等
の
あ
る
こ
と
を
知
る
に
至

つ
た
。
そ
れ
に
初
め
て
気
が

つ
い
た
の
が
北
斉
の
張
子
信
で
あ
る
。
大
術
暦
第
八
「
日
睡
盈
縮
略
例
」

に
そ
の
間
の
事
情
を
述
べ
て

北
斉
張
子
信
 
積
候
合
蝕
加
時
 
覚
日
行
有
入
気
差
 
然
損
益
未
得

其
正
 
至
劉
悼
立
盈
縮
睡
衰
術
 
与
四
象

升
降
 

麟
徳
暦
因
之

と
日
い
、
更
に
元
史
暦
志
に
こ
の
事
を
委

し
く
述
べ
て

日
月
之
行
 
有
冬
有
夏
 
言
日
月
行
度
 
冬
夏
各
不
同
也
 
入
徒
知

大

術

暦

考
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密

教

文

化

日
行

一
度
 

一
歳

一
周
天
 
不
知
盈
縮
損
益
 
四
序
有
不
同
 
北
斉

張
子
信
 
積
候
合
蝕
加
時
 
覚
日
行
有
入
気
差
 
然
損
益
未
得
其
正

趙
道
厳
復
準
暑
景
長
短
 
定
日
行
進
退
 
夏
造
盈
縮
 
以
求
磨
食

至
劉
悼
立
涯
度
 
与
四
序
升
降
 
錐
損
益
不
同
 
後
代
祖
述
用
之

と
日

つ
て
い
る
。
即
ち
古
代
天
文
学
で
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に

太
陽

は

一
日

一
度
の
割
合
で
常
に
天
空
を
運
行
す
る
も
の
と
考
え
、

そ

の
太
陽

の
毎
日
の
運
行
度
に
不
等
の
あ
る
が
如
ぎ
は
全
く
考
え
及
ぼ
な

か
つ
た
。
天
文
学
が
次
第
に
発
達
し
、
北
斉
の
張
子
信
に
至
つ
て
初
め

て
日
蝕
や
気
節
な
ど
か
ら
推
し
て
日
行
は
気
節
に
よ
つ
て
差
の
あ
る
こ

と
を
知

つ
た
。

そ

の
後
趙
道
厳
が
日
の
景
の
長
短
か
ら
日
行
盈
縮
を
定
め
、
そ
れ
を

以
て
庸

食
を
求
め
、
更
に
階
の
劉
悼
に
至

つ
て
日
行
度
の
差
を
計
つ
て

四
季

の
日
数
に
升
降
の
あ
る
こ
と
を
知

つ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

此

の
日
行
盈
縮
に
よ
る
四
季
日
数
の
升
降
が
暦
に
採
り
入
れ
ら
れ
た

の
は
劉
悼

の
皇
極
暦
で
あ
る
が
、
皇
極
暦
は
実
際
に
公
に
頒
布
さ
れ
な

か

つ
た
の
で
、
実
際
に
暦
に
採
用
せ
ら
れ
た
の
は
階
の
大
業
暦
已
後
の

こ
と
で
あ
る
。

さ

て
本
問
題
た
る
大
街
暦
の
日
行
盈
縮

の
こ
と
で
あ
る
が
、
大
術
暦

は
元
来
劉
悼
の
皇
極
暦
に
負
う
処
が
多
く
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
亦

た
多
分
に
劉
悼
の
影
響
を
受
け
て
い
る
、
然
し

一
行
に
在

つ
て
は
唯
劉

悼
の
説
に
習
う
の
み
な
ら
ず
、
更
に
そ
の
日
行
盈
縮

の
起
る
原
因
を
追

及
し
、
そ
の
原
理
に
基
ず
い
て
節
気

の
日
数
を
正
弦
函
数
に
依
つ
て
定

め
よ
う
と
し
た
、
そ
こ
が
大
術
暦
の
優
れ
た
点
で
あ
る
。
即
ち

一
行
の

説
に
よ
れ
ば
日
行
盈
縮
の
起
る
原
因
は
、
太
陽
運
行
の
中
心
差
、
即
ち

太
陽

の
行
路
は
純
円
形
で
は
な
く
、
従

つ
て
太
陽
と
地
球
と
の
距
離
が

遠
く
な
り
、
又
近
く
な
る
処
か
ら
生
ず
る
現
象
で
あ
る
と
し
た
。

つ
ま

り
太
陽

の
近

(或
は
遠
)
地
点
離
角
の
相
違
に
よ
つ
て
、
日
が
南
に
行

け
ば
そ
の
行
が
急
と
な
り
、

日
が
北
に
行

け
ば
そ
の
行
が
舖
か
に
な
る

と
考
え
た
、
こ
の
こ
と
を
大
衙
暦
議
に

日
南
至
 
其
行
最
急
 
急
而
漸
損
 

至
春
分
 
及
中
而
後
遅
 
迄
日

北
至
 
其
行
最
野
 
而
漸
益
之
 
以
至
秋
分
 

又
及
中
而
後
益
急

急
極
而
寒
若
 

紆
極
而
懊
若
 
及
中
而
雨
陽
之
気
交

と
い
つ
て
い
る
の
で
あ
る
、
こ
う

い
う

よ
う
に
太
陽
の
位
置
に
よ
つ

て
そ
の
運
行
に
遅
速
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

従

つ
て
暦
の
上
で
二
十
四
気

の
気
間
の
日
数
を
定
め
る
上
に
つ
い
て
も
亦
た
或
る
気
問
は
長
く
、
或

る
気
間
は
短
く
な
る
。

昔
し
は

一
ケ
年
間
を
二
十
四
気
に
分
ち
、
そ
の

一
気
間
は
平
均
割
り

当
て
に
よ
る
と
十
五
日
余
と
な
つ
て
い
た
、
こ
れ
を
常
気
と
日
う
、
処

が
今
い
う
よ
う
に
日
行
に
遅
速
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
常
気
の
日
数

に
も
変
動
を
生
じ
て
く
る
。

こ
の
変
動
に
従
つ
て
気
間
日
数
を
定
め
る

の
を
定
気

と
呼
ん
で
い
る
、
「
日
南
至
」
即
ち
冬
至
の
頃
は
日
行
が
急
で

従

つ
て
常
気

の
気
間
の
日
数
が
短
縮
さ
れ
、
そ
の
反
対
に
夏
至
の
頃
は

そ
れ
が
長
盈
と
な
る
。

こ
の
冬
至
と
夏
至
と
の
頃
の
長
短
値
は
皇
極
暦
己
後
 
各
暦
共
に
略

相
等
し
い
が
、
そ
の
中
間
の
値
に
つ
い
て
は
各
暦
区
々
で
あ
る
、
大
術

暦
議
八
に
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悼
術
於
春
分
前

一
日
最
急
 
後

一
日
最
紆
 
秋
分
前

一
日
最
紆
 
後

一
日
最
急
 
静
急
同
干
二
至
 
而
中
間

一
日
平
行
 
其
説
非
是

と
あ
る
の
は
劉
悼

の
皇
極
暦
に
対
す
る

一
行
の
反
対
議
論
で
あ
る
が

つ
ま
り

一
行
は
劉
悼
が
春
分
又
は
秋
分
の

一
日
を
境
と
し
て
急
激
に
急

好

の
差

を
設
け
る
の
非
を
な
ぢ

つ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う

い
う
よ
う
に
中
間
値
が
問
題
で
、
そ
こ
を

一
行
は
合
理
的
に
こ

れ
を
説

明
し
よ
う
と
し
た
。
然
ら
ば

一
行
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て

計
算

し
た
か
と
い
う
と
、
暦
議
第
十

「暑
漏
中
星
略
例
」
に

日
行
有
南
北
 
暑
漏
有
長
短
 
然
二
十
四
気
 
暮
差
徐
疾
不
同
者

句
股
使
然
也
 
直
規
中
則
差
遅
 
与
句
股
数
斉
則
差
急
 
随
辰
極
高

下

所
遇
不
同

と
日
つ
て
い
る
。

つ
ま
り
暑
景
の
長
短
の
あ
る
の
は
太
陽
の
近

(
或

は
遠
)
地
点
離
角
の
相
異
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
暑
差
の
徐
疾
し
て
行

く
姿

は
句
股
即
ち
正
弦
函
数
を
以
て
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
と
日
う
の

で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
夏
至
の
頃
を
最
も
好
と
し
、
そ
れ
よ
り
前
後

の

気
を
等

間
隔
と
し
、
冬
至
に
至

つ
て
最
急
と
す
る
こ
と
に
な
る
、
そ
こ

で
前

に
日
つ
た
劉
悼
の
皇
極
暦
の
如
く
春
秋
分
の
頃

一
日
を
境
と
し
て

日
の
急
静
を
考
え
る
が
如
き
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
盈
縮
率
を
表
と
な
し
、
計
算
の
上
で
二
十
四
気

の
日
数
割
当
て

を
し
た

の
が
大
術
暦
の

「
歩
日
睡
術
」
で
あ
る
。

こ
れ
を
日
の
小
数
に

換
算
し
た
も

の
が
藪
内
清
教
授
の

師-階
唐
暦
法
史

の
研
究
」
に
載
せ
ら

れ
て
あ
る
の
で
併
せ
て
参
考
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(口)

月
行
遅
疾

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
は
中
心
差

に
よ
つ
て
盈
縮

の
差
が
あ
る

が
、
月
に
も
亦
た
同
原
理
で
中
心
差
に
よ
り
行
道

の
遠
近

に
従
つ
て
遅

疾
が
あ
る
と
す
る
、
こ
れ
が
月
行
遅
疾
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
月
行
に

遅
疾
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
漢
代

か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

古
暦
に
在

つ
て
は
月
は

一
日
平
行
十
三
度
十
九
分
度
の
七
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
が
、
漢
の
敢
寿
昌
は
月
行
は
牽
牛
東
井
に
至
つ
て
、
度
を

過
ぎ
て
十
五
度
と
な
り
、
婁
角
に
至

つ
て
始
め
て
平
行
す
る
と
考
え
た

頁
逡
も
亦
た
合
朔
 
弦
望
 
月
食
の
中
ら
ざ
る
は
月
行
に
遅
疾
の
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
で
あ
る
と
日
い
、
李
梵
 
蘇
統
な
、ど
は
月
行
の

遅
疾
は
必
ず
し
も
牽
牛
東
井
婁
角
の
間
に
在
る
の
で
は
な
く
、
月
の
行

道
に
遠
近
が
あ
る
か
ら
だ
と
も
日
つ
た
、

こ
う
い
う
よ
う
に
月
行
に
遅

疾
の
あ
る
こ
と
は
漢
代
か
ら
知
ら
れ
て
居

り
、
そ
の
理
由
に
も
色
々
な

説
が
あ
つ
た
が
、
呉
の
乾
象
暦

の
創
始
者
た
る
後
漢
の
劉
洪
が
精
思
二

十
余
年
始
め
て
そ
の
理
を
悟
り
、
月
行
に
三
道

(
白
黄
白
)
あ
る
こ
と

を
知
り
、

こ
れ
を
以
て
差
率
を
為
り
、
進

退
損
益
の
数
を
定
め
た
、
そ

う
し
て
そ
の
標
準
は

一
近
点
月
を
周
期
と
し
て
変
化
す
る
項
を
考
え
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
が
即
ち
刀

の
中
心
差
で
あ
る
、
こ
れ
よ
り
後

の
暦
家

は
皆
こ
れ
に
因

つ
て
い
る
。

一
行
に
至
つ
て
始
め
て
月

の
九
道
委
蛇
曲
析

の
数
を
考
え
、
そ
れ
に

よ
つ
て
月
行
遅
疾
の
理
を
得
る
に
至

つ
た
。

九
道
と
い
う
の
は
、

日
行

の
道
を
中
道

と
日
い
、
又
黄
道
と
も
日
う

こ
れ
が
そ

の
一
、
月
が
そ
の
黄
道
の
東
に
出
た
時
、

こ
れ
を
月
の
青
道

と
日
う
、
月
が
青
道
を
通
る
時
は
季
節
は
春
で
、
春
を
立
春
と
春
分
と

大

術

暦

考
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に
分

つ
か
ら
そ
の
青
道
を
も
二
道
と
す
る
。
月
が
黄
道
の
南
に
出
た
時

こ
れ

を
月
の
朱
道
と
日
い
、
季
節
は
夏
で
、
夏
を
立
夏
と
夏
至
と
に
分

つ
か
ら
そ
れ
に
従

つ
て
朱
道
を
二
道
に
分

つ
、
こ
の
よ
う
に
月
が
黄
道

の
西

に
出
た
時
白
道
と
日
い
、
立
秋
秋
分
に
よ

つ
て
二
道
と
な
り
、
月

が
北

に
出
た
時
黒
道
と
日
い
、
立
冬
冬
至
に
よ
つ
て
二
道
と
な
る
。
月

の
八
道
と
日
の
中
道
と
を
合
し
て
九
道
と
日
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て

月
の
黄
道
を
出
る
度
は
何
れ
も
黄
道
に
対
し
て
六
度
で
あ
る
と
し
た
。

こ
う
い
う
よ
う
に
月
が
黄
道
に
帰
り
、
又
出
つ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

地
球
上
か
ら
見
れ
ば
、
時
々
に
よ

つ
て
月
道
に
遠
近
の
差
を
生
ず
る
、

そ
こ
に
遅
疾
を
生
じ
、

こ
の
月
が
近
地
点

(
大
術
暦
は
遠
地
点
)
を
通

過
す

る
時
を
起
点
と
し
て
毎
日
の
月
行
度
を
計
り
、
そ
の
値
を
基
礎
と

し
て

日
行
盈
縮

の
場
合
に
於
け
る
よ
う
に
そ
れ
を
計
算
し
て
、

こ
れ
ま

で
の
経
朔
望
を
改
め
て
定
朔
望
を
定
め
た
、

こ
の
術
も
亦
た
大
術
暦
術

第
四

「歩
月
離
術
」
の
処
に
委
し
く
表
を
以
て
示
さ
れ
て
い
る
。

(
ハ
)歳
差

歳
差
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
予
備
知
識
と
し
て
前
項
日
行
盈
縮

の
処

で
述

べ
た
古
代
の
天
体
観
を
想
起
し
て
欲
し
い
、
そ
れ
に
よ
る
と

「
ケ

年
は
三
百
六
十
五
日
四
分
日
の

一
で
、
天
度
も
亦
そ
れ
に
等
し
い
と
考

え
て

い
た
。
処
が
天
文
学
が
発
達
し
観
測
が
正
確
に
な
る
と
、
そ
の
数

字
は
必
ず
し
も
そ
う
と

一
定
し
て
い
る
も
の
で
な

い
こ
と
が
分

つ
た
、

こ
ゝ
に
歳
差
の
問
題
が
起
る
。

歳
差
の
原
理
は
天
度
は
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の

一
よ
り
少
し
余
り

あ
り
、
歳
日
は
三
百
六
十
五
日
四
分
日
の

一
よ
り
少
し
足
り
な
い
の
で

天
度
は
平
運
し
て
好
び
、

日
の
行
は
常

に
内
転
し
て
縮
ま
る
、

こ
れ
が

そ
の
原
因
で
あ
る
。
そ
こ
で
長
い
間
に
は
恒
星
の
位
置
と
太
陽

の
位
置

と
が
次
第
に
合
は
な
い
よ
う
に
な
り
、
従

つ
て
天
象
と
、
歳
日
を
基
調

と
し
た
気
候
と
が
又
合
わ
な
く
な
つ
て
来

る
、
例
え
ば
或
る
歳
の
冬
至

に
は
太
陽
が
某
宿
某
度
に
在

つ
た
も
の
が
、
何
年
か
の
後
の
冬
至
に
は

太
陽
は
そ
れ
よ
り
何
度
か
ズ
レ
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
ズ
レ
る
割
合
を

計
算
す
る
の
が
こ
の
歳
差
の
問
題
で
あ
る
、
元
史
暦
志
に
そ
れ
を
委
し

く
説
明
し
て
次

の
よ
う
に
日
い
て
い
る
。

天
之
分
常
有
余
 
歳
之
分
常
不
足
 
其
数
有
不
能
斉
者
 
惟
其
所
差

至
微
 
前
人
未
覚
知
 
迄
漢
末
劉
洪
 

始
覚
冬
至
後
天
謂
歳
周
余
分

太
強
 
乃
作
乾
象
暦
 
減
歳
余
分
二
千
五
百
 
為
二
千
四
百
六
十
二

至
奮
虞
喜
 
宋
何
承
天
 
祖
沖
之
 
謂
歳
当
有
差
 
因
立
歳
差
之
法

其
法
損
歳
余
益
天
周
 
使
歳
余
浸
弱
 

天
周
浸
強
 
強
弱
相
減
 
因

得
日
睡
歳
退
之
差

と
、
即
ち
日
睡
が
日
に

一
度
進
む
と
い
う
古
暦
の
考
え
方
は
精
密
な

る
も
の
で
な
く
、
長
い
間
に
実
測
上
相
違

を
来
し
、
従

つ
て
星
宿
と
の

つ
り
合
も
変
動
し
て
来
て
い
る
。

こ
の
歳

差
の
あ
る
こ
と
に
初
め
て
気

が

つ
い
た
の
は
後
漢
の
劉
洪
で
あ
る
。
然
し
劉
洪
の
歳
余
が
余
り
多
す

ぎ
る
の
で
、
後

に
吾
の
虞
喜
等
が
歳
余
を
損
し
て
天
周
を
増
し
、
強
弱

相
減
じ
て
恒
星
と
太
陽
と
の
基
準
を
調
節

し
、

こ
れ
に
よ
つ
て
気
候
と

合
せ
し
め
た
と
日
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

処
で
書
経

の
集
伝
に
は

天
度
常
平
運
而
好
 
日
道
常
内
転
而
縮

」
天
漸
差
而
西
 
歳
漸
差
而
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東
と
あ

る
。
若
し
も
元
志
の
日
う
天
度
は
紆
び
、

日
道
は
縮
ま
る
と
日

う
原
理

か
ら
日
う
と
、
集
伝

の
天
は
漸
く
西
し
、
歳
は
漸
く
東
す
と
は

日
え
な

い
こ
と
に
な
る
。
寧
ろ
天
は
漸
く
東
し
、
歳
日
は
漸
く
西
す
と

日
は
ね
ば
な
ら
な

い
筈
で
あ
る
、

こ
の
経
学
家
の
説
の
解
釈
に
つ
い
て

私
は
色

々
考
え
て
見
た
が
、
結
局
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
な

い
か
と
思
う
。
即
ち
二
十
八
宿
を
平
面
図
の
上
に
於
て
考
え
た
時
、
例

え
ば
虚
宿
が
正
北
に
星
宿
が
正
南
に
在

つ
た
と
す
る
、
虚
宿
を
立
場
と

し
て
考

え
る
と
天
が
西
す
る
に
従

つ
て
箕
宿
が
正
北
に
移
り
、
星
宿
が

東
す
る
に
従

つ
て
井
宿
が
正
南
に
来
る
、

つ
ま
り
虚
宿
か
ら
日
う
と
天

は
次
第

に
西
し
た
と
曰
え
る
が
、
星
宿
か
ら
日
う
と
天
は
次
第
に
東
し

た
と
日
う
こ
と
も
出
来
る
。
天
と
歳
日
と
は
互
に
反
対
の
方
向
に
進
む

と
す
れ
ば
北
を
立
場
と
し
て
天
が
西
す
れ
ば
歳
日
は
東

へ
行
く
、
南
を

立
場
と
し
て
天
度
が
東
す
れ
ば
歳
日
は
西
す
、
結
局
は
立
場
の
相
異
に

よ
つ
て
何
れ
で
も
よ
い
筈
で
あ
る
。
若
し
西
洋
暦
で
日
う
と
恒
星
東
行

で
あ
る
。
故
に
集
伝
の

「天
漸
差
而
西
、
歳
漸
差
而
東
」
と
は
二
十
八

宿
を
平
面
図
の
上
に
於
て
考
え
、
而
し
も
正
北
を
立
場
と
し
て
述
べ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
若
し
南
を
立
場
と
し
て
日
え
ば
天
度
余
り
あ
る
が
故

に
天
は
東
し
、
歳
日
は
足
ら
ざ
る
が
故
に
西
す
と
日

つ
て
も
よ
い
。

処
で
そ
の
歳
差
が
何
年
位
経
て
ば
天
度

一
度
の
ズ
レ
を
生
ず
る
か
、

そ
こ
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。

大
街
暦

「
日
度
議
」
に
よ
れ
ば

古
暦

日
有
常
度
 
天
周
為
歳
終
 
故
係
星
度
干
節
気
 
其
説
似
是
而

非
 
故
久
而
益
差
 
虞
喜
覚
之
 
使
天
為
天
 
歳
為
歳
 

乃
立
差
以

追
其
変
 
使
五
十
年
退

一
度
 
何
承
天
以
為
太
過
、
乃
倍
其
年
 
而

反
不
及
 
皇
極
取
二
家
中
数
為
七
十
五
年
 
蓋
近
之

考
古
史
及

日
官
候
簿
 

以
通
法
之
三
十
九
分
太
 

為

一
歳
之
差

と
日
つ
て
い
る
。
即
ち
虜
喜
は
五
十
年

に

一
度
を
退
く
と
し
、
何
承

天
は
百
年
に

一
度
を
退
く
と
し
、
劉
悼
の
皇
極
暦
に
は
二
家
の
中
間
を

取

つ
て
七
十
五
年
に
退

一
度
と
し
た
。

一
行
は
古
史
及
び
日
官
候
簿
を

案
じ
て
通
法
即
ち
三
千
四
十
の
三
十
九
分
太
を
以
て

一
歳
の
差
と
な
す

と
日
つ
て
い
る
。
通
法
の
三
十
九
分
太
を

一
歳
の
差
と
す
れ
ば
八
十
二

年
を
以
て
退

一
度
と
な
る
の
で
あ
る
、
そ

こ
で

「
日
度
議
」
に
は
経
典

所
載
の
史
実
に
基
づ
い
て
委
し
く
こ
れ
を
考
証
し
て
八
十
二
年
退

「
度

の
説
の
裏
付
け
と
し
て
い
る
。

(ニ)
 
日
月
蝕

日
月
蝕
は
天
体
に
於
け
る
最
も
特
異
的
な
現
象
と
せ
ら
れ
、
殊
に
日

蝕
に
つ
い
て
は
古
来
暦
家
も
特
別
な
注
意
を
払

つ
て
い
た
、
支
那
の
思

想
か
ら
い
う
と
日
は
君
の
象
で
あ
り
、
月
は
臣
の
象
で
あ
つ
て
、
刀
の

蝕
す
る
こ
と
は
常
の
こ
と
で
あ
る
が
、

日
の
蝕
す
る
こ
と
は
最
も
忌
は

し
い
こ
と
と
せ
ら
れ
た
、
詩
経

「
十
月
之
交
」
に
も

「彼
月
而
食
 
則

維
其
常
 
此
日
而
食
 
干
何
不
戚
」
と
あ

る
よ
う
に
、
そ
れ
が
自
然
現

象
で
あ
り
な
が
ら
、
臣
が
君
明
を
塞
ぐ
か
ら
陽
こ
れ
が
た
め
に
蝕
す
と

し
て
詩
人
も
特
に
こ
れ
を
悼
ん
で
い
る
、
最
も
科
学
的
な
知
識
を
持

つ

た
暦
家
と
さ
れ
て
い
る

行
で
す
ら

「
日
蝕
議
」

の
中
に

古
之
太
平
 
日
不
蝕
 
星
不
李
 
去
皿有
之

徳
之
休
明
 
而
有
小

大

循

暦

考
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告
焉
 

則
為
之
隠
 
錐
交
而
不
蝕
 
皆
徳
教

乙
所
由
生
也
。

と
日
つ
て
君
徳
盛
ん
な
れ
ば
日
蝕
も
起
ら
ず
、
仮
令
小
告
が
あ

つ
て

そ
れ
が
起
る
場
合
で
も
、
唯
交
す
る
の
み
で
蝕
さ
な
い
と
日
う
よ
う
な

こ
と
を
日
つ
て
い
る
、
そ
の
他

「
日
蝕
議
」
に
は

日
蝕
皆
不
可
以
常
数
求
 
則
無
以
稽
暦
数
之
疏
密
 
若
皆
可
以
常
数

求

則
無
以
知
政
教
之
休
答

と
日
つ
て
常
数
を
以
つ
て
求
め
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
暦
数
が
正

確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
猶
お
日
蝕
の
合
わ
な
い
所
に

政
教

の
休
答
が
伺
わ
れ
る
と
も
日
い
、
又
開
元
十
三
年
に
蝕
す
べ
く
し

て
蝕
せ
ざ
り
し
事
実

の
あ
つ
た
こ
と
を
説
明
し
て
、

然
後
知
徳
之
動
天
 
不
侯
終
日
 

(
日
蝕
議
)

と
も
日
つ
て
い
る

こ
う
い
う
よ
う
に
日
蝕
は
君
徳
と
関
係
が
あ
る
の
で
、
事
実
日
蝕
が

あ

つ
た
筈
で
あ
る
の
に
経
典
に
こ
れ
を
故
意
に
書
か
な
か
つ
た
こ
と
も

あ

つ
た
よ
う
で

そ

の
事
実
は

於
暦
応
蝕
 

而
春
秋
不
書
尚
多

(
日
蝕
議
)

と
か
四
序
之
中
分
 
同
道
至
 
相
過
交
而
有
蝕
 

則
天
道
之
常
 
如
劉
歌

頁
逡
 
皆
近
古
大
儒
 
豊
不
知
軌
道
所
交
 
朔
望
同
術
哉
 
以
日
蝕

非
常
 
故
閾
而
不
論

(
同
上
)

と
日

つ
て
い
る
語
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。

こ
う
い
う
思
想
的
根
拠
に
よ
つ
て
日
蝕

の
推
定
に
は
慎
重
を
期
し
た

の
み
な
ら
ず
、
事
実
ま
た
こ
の
日
蝕
の
測
定
は
支
那
の
暦
家
に
取

つ
て

は
最
も
至
難
な
こ
と
で
も
あ

つ
た
、
経
典
ハの
中
に
は
思
想
的
に
こ
れ
を

書
き
入
れ
な
か
つ
た
こ
と
も
あ

つ
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
は
測
定
が
出
来

ず
、
事
実
を
見
逃
が
し
た
こ
と
も
多

々
あ

つ
た
で
あ
ろ
う
、
支
那
の
暦

法
の
屡
次
の
改
革
も
、
暦
面
の
推
定
記
載
と
実
際
の
日
蝕
と
が
合
致
し

な
か
つ
た
こ
と
か
ら
起

つ
た
場
合
が
多

い
。

古
代
支
那
で
は
日
蝕

の
推
定
は
主
と
し
て
古
史
を
参
照
し
、
た
だ
周

期
的
に
こ
れ
を
推
定
す
る
に
過
ぎ
な
か

つ
た
、
そ
れ
を
周
期
的
に
推
算

す
る
場
合
で
も
、
前
に
日
つ
た
よ
う
に
君
臣
思
想
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
て

正
確
を
期
し
難

い
場
合
が
多
く
あ

つ
た
、
そ
れ
が
天
文
暦
の
発
達
す
る

に
つ
れ
て
徐

々
に
そ
の
正
確
さ
を
加
う
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

天
文
の
上
か
ら
日
う
と
、
日
月
蝕
の
起
る
の
は
日
月
が
 
共
に
日
の

道
た
る
黄
道
と
、
月

の
道
た
る
白
道

の
交
点

の
近
く
で
会

つ
た
時
に
起

る
現
象
で
、
朔

の
時
な
れ
ば
日
蝕
と
な
り
、
望

の
時
な
れ
ば
月
蝕
と
な

る
そ
し
て
日
月
が
黄
白
道
の
交
点
の
位
置
に
接
近
す
る
度
合
い
に
よ
つ

て
蝕

の
浅
深
を
生
じ
、
あ
る
限
度
以
上
に
交
点
か
ら
離
れ
る
と
蝕
は
見

え
な
く
な
る
。

天
文
暦
の
上
で
は
こ
の
日
蝕

の
や
や
正
確
な
理
解
を
持

つ
に
至

つ
た

の
は
魏
の
楊
偉

の
景
初
暦
か
ら
で
あ
る
。
楊
偉
は
蝕
の
起
る
条
件
と
し

て
、
黄
白
道
の
交
点
よ
り
十
五
度
以
内

に
日
月
の
位
置
が
あ
る
を
要
す

と
し
た
、
即
ち
暦
書
律
暦
志
に
載
せ
て
あ
る
楊
偉
の
景
初
暦
の

「求
去

交
度
術
」
を
見
る
と

去
交
度
十
五
以
上
 
錐
交
不
蝕
也
 

十
以
下
是
蝕
 

十
以
上
庸
蝕
微
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少
 

光
暑
相
及
而
巳
 
顧
之
多
少
 
以
十
五
為
法

と
あ

る
、
即
ち
黄
白
道
の
交
点
よ
り
十
五
度
を
限
度
と
し
、
十
度
以

下
の
場
合
に
蝕
が
あ
り
、
十
度
以
上
に
及
ぶ
と
葛
食
微
か
に
し
て
光
暑

の
み

が
猶
存
す
と
日

つ
て
い
る
、
又
交
点
が
黄
道
の
内
外
に
在
る
こ
と

に
よ

つ
て
断
蝕
の
角
度
が

異
な
る
こ
と
を

述
べ
て
、
「
求
日
蝕
麿
起
角

術
」

に
は

其
月
在
外
道
 
先
交
後
会
者
 
断
蝕
而
西
南
角
起
 
先
会
後
交
者

麟
蝕
東
南
角
起
 
其
月
在
内
道
 
先
交
後
会
者
 
断
蝕
西
北
角
起

先
会
後
交
者
 
断
蝕
東
北
角
起
 
南
蝕
分
多
少
 
如
上
以
十
五
度
為

法と
日

つ
て
い
る
。

日
月
蝕
の
研
究
は
景
初
暦
巳
後
北
斉
の
張
子
信
 
階

の
劉
悼
 
張
冑

玄
な
ど
に
よ

つ
て
進
め
ら
れ
、
階
書
律
暦
志

に
は
劉
悼

の
皇
極
暦
を
載

せ
、
劉
悼
の
術
と
し
て

「推
応
食
不
食
術
」一推
不
応
食
而
食
術
」
「推
月

食
多
少
術
」
「推
日
食
多
少
術
」「
推
日
食
所
在
辰
術
」「推
月

食

所

在

辰

術
」

な
ど
の
日
月
蝕
測
定
法
が
あ

つ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

已
上
の
よ
う
な
先
人
の
研
究
成
果
の
後
を
承
け
て

一
行
は
更

に
研
究

に
努
力
し
、
そ
の
結
果
略
例
を
作

つ
て

旧
暦
考
日
蝕
浅
深
 
皆
自
張
十
信
所
伝
 

云
積
候
所
得
 
而
未
暁
其

然

也

(
日
蝕
議
)

と
し
て
自
ら
円
儀
を
作

つ
て
日
月
の
径
を
度
り
、
実
測
的
に
こ
れ
を

推
定
せ
ん
と
し
た
、
新
旧
唐
志
に

「歩
交
会
術
」
を
載
せ
て
あ
る
が
、

そ
れ
が
日
月
蝕

の
測
定
法
を
述
べ
た
も

の
で
あ
る
、
兎
も
角
こ
れ
に
よ

つ
て
日
月
蝕
の
推
定
ぱ
略
確
実
と
な
つ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
日
月
蝕

の
推
定
は
暦
術
と
し
て
は
最
も
至
離
な
術

と
せ
ら
れ
た
よ
う
で
、

一
行

の

「
日
蝕
議

に
も
、
「
日
に
盈
縮
あ
り
、

月
に
遅
疾
あ
り
、

日
月
が
交

会
す
べ
く
し
て
蝕
せ
ざ
る
時
も
あ
り
、
頻
交
し
て
蝕
す
る
時
も
あ
る
、

そ
れ
故
日
月
蝕
は
た
だ
計
算
法
の
み
に
依
ら
ず
古
史
に
見
え
る
庸
蝕
浅

深
な
ど
を
参
考
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

一
と
日

つ
て
い
る
、
こ
れ
暦
術
上
日

月
蝕

の
推
定

の
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
曰
え
よ
う
。

猶
日
蝕
測
定
に
関
し
て

一
行
が
新
た
に
寄
与
し
た
点
は
、
日
蝕
の
薔

度
が
地
理
的
に
相
異
し
て
い
る
と
日
う
こ

と

で
あ

る
、
即
ち

「
日
蝕

議
」
に
月
在
日
下

自
京
師
斜
射
而
望
之
 
仮
中
国
蝕
既
 
則
南
方
戴
日
之

下

所
断
纏
半
月

外
反
観
則
交
而
不
蝕

歩
九
服
日
暑

以
定
蝕

分
 
農
昏
漏
刻
与
地
借
変
 
則
宇
宙
難
広
 
可
以

一
術
斉
之
 

と
日
つ
て
い
る
よ
う
に
、
日
蝕
の
時
京
師
よ
り
斜
め
に
見
て
、
中
国

で
は
皆
既
蝕
で
あ

つ
て
も
、
南
方
赤
道
下
な
ど
で
は
纏
か
に
半
月
位
し

か
葛
け
ず
、
更
に
外
か
ら
見
る
と
交
す
る
の
み
で
蝕
は
起
ら
な
い
、
そ

れ
故
世
界
全
体
の
日
暑
を
考
え
、
そ
の
蝕
分
を
計
る
こ
と
朝
夕
の
時
間

が
地
理
的
に
異
な
つ
て
い
る
よ
う
に
計
算
す
れ
ば
、
世
界
広
し
と
難
も

何
所
で
も
こ
の
方
法
で
計
算
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
日
つ
て
い
る
、

こ
れ
は
確
か
に
偉
大
な
る
発
見
で
、
こ
れ
本
よ
り
各
地
方
で
行
わ
れ
た

実
測

の
総
合
結
果
に
基
ず
く
も

の
で
あ
ろ
う
が
、

一
行
の
功
績
と
日
つ

て
よ

い
、
西
洋
暦
の
地
動
説
に
於
て
も
、

日
蝕
の
場
合
の
地
理
的
差
異

は
矢
張
り
こ
れ
と
同
様
で
そ
の
原
理
は
東
西
相

一
致
し
て
い
る
。

大

循

暦

考
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密

教

文

化

(歩)
 
五
星
運
行

五
星
と
は
辰
星
(水
)太
白
(金
)榮
惑
(火
)歳
星
(木
)鎮
星
(
土
)
で
あ

る
、

こ
れ
に
日
月
二
星
を
加
え
て
七
星
と
日
い
、
恒
星
に
対
し
て
こ
れ

等
は
皆
遊
星
と
日
う
、
遊
星
は

一
に
惑
星
と
も
日
い
、
又
行
星
と
も
日

う
、
地
球
も
遊
星
の

一
つ
で
あ
る
が
天
動
説
か
ら
日
う
と
地
球
は
そ
の

数
に
入
ら
な
い
、
印
度
の
九
執
暦
で
は
こ
の
七
星
の
他
に
羅
喉
 
計
都

の
二
星
を
加
え
て
九
執
又
は
九
曜
と
日
う
、
羅
喉
 
計
都
は
黄
白
道
の

昇
交
点
と
降
交
点
を
指
す
の
で
、
そ
の
二
交
点
に
そ
れ
ぞ
れ
隠
星
が
あ

る
と
考
え
、
そ
れ
を
加
え
て
九
と
し
た
の
で
あ
る
、
支
那
で
は
七
星
の

内
の
日
月
を
別
と
し
て
普
通
五
星
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

五
星
が
暦
法
の
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、

一
つ
に
は
暦
元
を
日
う
場

合
で
あ
り
、
二

つ
に
は
星
歳
紀
年
の
場
合
で
あ
る
、
先
ず
暦
元
の
問
題

か
ら
述
べ
る
と
、
五
星
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

つ
た
運
行
度
を
持

つ
て
い

る
、
漢
書
律
暦
志
に
三
続
暦
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
太

陽
と

の
会
合
周
期
、
及
び
公
転
周
期
は
次
の
表
の
如
く
な

つ
て
い
る
。

こ
う
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
相

異
な

つ
た
運
行
度
を
有
す
る
五
星

と
、
更
に
こ
れ
に
日
月
二
惑
星
を

加
え
て
、
そ
れ
等
全
体
の
度
が
相

一
致
し
た
年
を
逆
算
し
て
算
定
す

る
、
こ
れ
が
即
ち
暦
元
又
は
上
元

で
あ

る
、
そ
の
暦
元
を
定
め
る
と

そ
れ
を
基
準
と
し
て
そ
れ
已
後
何

年
後
に
ば
何
れ
の
星
が
何
れ
の
星
と
如
何
な
る
度
を
保
ち
、
又
何
れ
の

年
代
に
は
何
れ
の
星
が
何
れ
の
方
角
に
見
え
る
筈
で
あ
る
と
日
う
こ
と

も
推
算
出
来
る
、
そ
れ
が
暦
算
上
に
是
非
必
要
と
な

つ
て
来
る
。

こ
の
暦
元
を
初
め
て
暦
法
に
取
り
入
れ
た
の
が
漢
の
劉
歌
の
三
続
暦

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
来
各
暦
そ
れ
ぞ
れ
数
字
は
異
な

つ
て
い
て
も
皆
暦

元
を
定
め
て
い
る
、
二
三
の
例
を
挙
げ
て
見
る
と

三
統
暦
 
上
元
庚
戌
至
太
初
元
年
丁
丑

1
4
3
1
2
8

年

四
分
暦
 
上
元
庚
辰
至
元
和
元
年
甲
申
 

9
3
6
5

象
年

大
業
暦
 
上
元
甲
子
至
大
業
四
年
戊
辰
 

1
4
2
7
6
4
4

年

大
術
暦

上
元
関
逢
困
敦
之
歳
距
開
元
十

二
年

甲

子
 
9
6
9
6
1
7年

の
如
く
で
あ
る
、
四
分
暦
の
よ
う
に
数

の
非
常
に
少
な
い
も
の
も
あ

る
が
、
大
術
暦

の
よ
う
に
臓
大
な
数
の
も

の
も
あ
る
、
尤
も
劉
宋
の
何

承
天

の
元
嘉
暦

の
よ
う
に
上
元
を
只
日
月

の
み
に
つ
い
て
の
標
準
状
態

と
な
し
、
五
星
に
対
し
て
は
別
の
起
点
を
考
え
た
例
も
あ
り
、
又
後
世

元
の
授
時
暦

の
よ
う
に
積
年
日
法
を
用

い
ず
に
、
元
の
至
元
十
八
年
辛

巳
を
以
て
元
と
す
る
法
も
あ
る
が
、
そ
の
他
の
暦
は
皆
積
年
日
法
に
よ

つ
て
暦
元
を
定
め
て
い
る
、
こ
の
日
月
五
星
の
度
を
同
じ
く
す
る
状
態

を

「日
月
合
壁
、

五
星
連
珠
」
と
日
う

の
で
あ
る
。

さ
て
歳
星
の
公
転
周
期
は
先
き
に
記
し
た
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に

(
一
一
年
九

一
七
)
略

々
十
二
年
周
天
で
あ
る
の
で
昔
し
は
十
二
年

一

周
と
決
定
し
て
い
た
、
処
が
漢

の
劉
歌
は
左
伝
に

「梓
慎
云
 
歳
星
淫

干
玄
椙
」「
碑
竈
云
 
歳
棄
其
次
而
旅
於
明
年
之
次
」
と
あ
る
文
に
よ
り

歳
星
は
必
ず
し
も
十
二
年

一
周
と
は
定
ま
ら
ず
、
次
第
に
移
動
す
る
も
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の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ

の
割
合
を

一
百
四
十
四
年
毎
に

一
辰
を
超

え
る
と
し
た
、
こ
れ
が
所
謂
超
辰
法
で
あ
る
、
但
し
超
辰
す
る
年
数
に

つ
い
て
は
そ
の
後
色
々
異
説
が
出
て
、
祖
沖
之
の
大
明
暦
で
は

「歳
星

行
天
七
雨

(
八
十
四
年
)
輻
超

一
位
」
と
し
て
八
十
四
年
毎
に
超

一
辰

と
し
た
、

一
行
の
大
術
暦
で
は
前
率
と
後
率
と
を
立
て

歳
星
自
商
周
 
迫
春
秋
之
季
 
率
百
二
十
余
年
 
而
超

一
次
 
戦
国

後
 

其
行
漸
急
 
至
漢
尚
微
差
 
及
哀
平
間
 
余
勢
乃
尽
 
更
八
十

四
年
 
而

一
次
 
因
以
為
常
 
此
其
与
余
星
異
也

(
五
星
議
)

と
日

つ
て
前
率
は
百
二
十
余
年
超

一
辰
 
哀
平
間
以
後
は
後
率
八
十

四
年
超

一
辰
と
し
た
、
前
率
と
後
率
と
を
立
て
た
の
は
、
古
典
の
記
録

尊
重
と
、
実
測
尊
重
と
を
折
衷
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
実

測
の
上

か
ら
は
矢
張
り
祖
沖
之
に
従
つ
て
八
十
四
年
説
を
妥
当
と
認
め

て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
超
辰
法
の
年
数
に
は
異
論
が
あ
り
、
又
実
際
に

暦
の
上

に
は
こ
れ
は
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
つ
た
。

歳
星
の
運
行
度
に
関
連
し
て
今

一
つ
問
題
に
な
る
の
は
星
歳
紀
年
法

の
こ
と
で
あ
る
、
上
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
歳
星

(
木
星
)
は
大
約
十

二
年
を
以
て

一
周
天
す
る
。

こ
の
十
二
と
日
う
数
は
日
月
の
交
会
す
る
処
の
十
二
次
と
も
、
又
方

角
を
意

味
す
る
場
合

の
十
二
支

(
辰
)
と
も
結
び
つ
き
、
十
二
の
数
に

一
種
の
神
秘
的
思
想
を
生
じ
、
従

つ
て
年
代
を
も
亦
た
十
二
に
区
切
る

と
日
う
考
え
方
が
出
て
来
た
、
そ
の
意
味
で
木
星
を
歳
星
と
も
呼
ば
れ

る
よ
う

に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、

つ
ま
り
歳
星
と
十
二
次
と
の
組
合
せ

に
よ

つ
て
十
二
年
間
の
歳
に
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
つ
け
、
そ
れ
が
周
期

的
に
循
環
す
る
と
日
う
説
が
出
て
来
た
、

こ
れ
が
所
謂
星
歳
紀
年
法
で

あ
る
、
但
し
こ
の
歳
名
と
す
る
場
合
は
歳
星

(木
)
そ
の
も

の
で
は
な

く
、
歳
星
か
ら
脱
化
し
た
思
想
的
産
物
た
る
太
歳

(太
陰
、
歳
陰
、
蒼

龍
、
青
龍
、
天

一
と
も
日
う
)
神
を
指
す
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
神
は
天

神
中
で
も
最
も
尊
貴
な
る
神
と
せ
ら
れ
、
歳
星
と
相
対
し
て
反
対
の
方

向
を
以
て
天
を
運
行
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
れ
で
は
何
故
に
歳
星
か
ら
思
想
的
産
物

と
し
て
太
歳
神
が
生
れ
た

か
、

こ
の
思
想

の
起
原
は
明
瞭
で
な
い
が
、
恐
ら
く
古
代
の
天
帝
の
崇

拝
か
ら
発
展
し
て
五
星
に
も
亦

一
種
の
神
格

が
与
え
ら
れ
、
五
星
の
精

霊
と
し
て
五
星
と
相
対
し
て
実
在
す
る
と
考

え
ら
れ
た
も

の
で

あ

ろ

う
、
そ
う
し
て
そ
れ
は
戦
国
か
ら
秦
に
か
け
て
起
つ
た
五
行
説
や
占
星

術
と
も
結
び

つ
い
て
五
帝
説
を
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
周
礼
保

章
氏
の
鄭
玄
の
注
に
歳
星
と
太
歳
と
を
区
別
し
て
い
る
点
や
、
大
宗
伯

の

「国
有
大
故
 
則
旅
上
帝
及
四
望
」
の
鄭
司
農
の
注
に
四
望
は
日
月

星
海
な
り
と
あ
る
点
や
、
小
宗
伯
「
兆
五
帝
於
四
郊
」
の
鄭
玄
の
注
に
五

帝
と
は
蒼
帝
霊
威
仰
、
赤
帝
赤
標
怒
 
黄
帝
含
枢
紐
 
白
帝
白
招
拒

黒
帝
叶
光
紀
で
何
れ
も
天

の
太
微
宮
に
在
る
五
帝
座
の
星
で
あ
る
と
い

つ
て
い
る
点
な
ど
、

こ
う
い
う

一
連

の
注
は
実
は
漢
代
に
起

つ
た
春
秋

緯
運
斗
枢
の
感
生
帝

の
思
想
を
以
て
注
し
た
も

の
で
、
こ
の
記
事
を
以

て
逆
に
戦
国
時
代
に
そ
う
い
う
星
の
信
仰
が
あ
つ
た
と
証
明
す
る
こ
と

は
早
計
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
こ
う
い
う
漢
代
の
緯
書

の
説
そ
の

も
の
も
或
は
漢
已
前
か
ら
あ
つ
た
も
の
で
緯
書
は
そ
れ
を
整
備
し
た
も

の
か
も
知
れ
な
い
、
事
実
大
宗
伯
の
本

文

に

も

「以
実
柴
杞
日
月
星

大

術

暦

考
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辰
」

の
記
事
が
あ
り
、
呂
氏
春
秋
に
も

「維
秦
八
年
 
歳
在
渚
灘
」(
渚

灘
は
太
歳
神

の
所
在
に
名
づ
け
た
る
も
の
)
と
日
う
記
事
が
あ
る
の
を

見
て
も
、
若
し
も
神
格
と
し
て
の
星
を
考
え
て
い
な
い
も

の

と
す

れ

ば
、

実
柴
を
以
て
杞

つ
た
り
、
神
の
所
在
方
角
を
記
し
た
り
す
る
こ
と

は
凡
そ
無
意
味
な
こ
と
と
な
ろ
う
、
そ
の
他
に
爾
雅
の
釈
歳
 
屈
原
の

楚
辞
な
ど
に
も
そ
の
証
例
を
見
る
が
 
兎
も
角
星
神
の
崇
拝
は
既
に
戦

国
、

秦

の
時
代
か
ら
あ
り
、
そ
れ
が
感
生
帝
の
説
と
も
な

つ
た
も
の
で

あ
ろ
う
、
鄭
玄
の
い
う
五
帝
の
霊
威
仰
は
木
星
の
神
で
あ
る
こ
と
は
勿

論
で
、

一
行
の

「五
星
議
」
に
い
う
処
の

姫
氏
出
自
霊
威
仰
之
精
、
受
木
行
正
気
 
歳
星
主
農
祥
 
后
稜
愚
焉

も
霊
威
仰
は
木
星
の
神
で
、
姫
氏
は
そ
の
精
気
を
受
け
て
生
れ
た
と

い
う
感
生
説
に
よ

つ
た
記
事
で
あ
る
。

己
上
の
よ
う
に
星
神
の
崇
拝
は
既
に
早
く
先
秦
か
ら
あ
り
、
太
歳

の

信
仰
も
亦
春
秋
戦
国
頃
か
ら
あ
つ
た
も

の
と
思
は
れ
る
、
但
し
左
伝
の

「歳
在
玄
楊
」「
歳
在
星
紀
」
な
ど
の
記
事
は
星
在

の
十
二
次

の
名
を
挙

げ
た
も
の
で
あ
り
、
呂
氏
春
秋

の
「
歳
在
渚
灘
」
と
い
う
の
は
歳
在

(太

歳
)

の
方
角
に
名
づ
け
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

已
上
は
太
歳
崇
拝
の
起

つ
た
思
想
過
程
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
の

太
歳

と
十
二
年
間
の
歳
名
と
は
ど
う
よ
う
な
関
連
を
持

っ
か
、
次
に
そ

れ
に

つ
い
て
述
べ
よ
う
。

星
歳
紀
年
法
は
何
時
頃
か
ら
起

つ
た
か
、

こ
れ
に
は
異
説
が
あ
る
、

前
に
述
べ
た
よ
う
に
周
礼
、
左
伝
 
呂
氏
春
秋
な
ど
の
記
事
に
よ
つ
て

太
歳

の
崇
拝
は
既
に
早
く
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
あ
つ
た
と

思

わ

れ

る

し
、
又
左
伝
、
呂
氏
春
秋
な
ど
の
記
事
は
、
紀
年
法
が
行
わ
れ
て
い
て

そ
れ
に
依

つ
て
記
載
し
た
も

の
と
も
受
取
ら
れ
る
、
そ
こ
で
中
国
の
浦

江
清
は

「屈
原
生
年
月
日
的
推
算
問
題
」
を
著
し
て
屈
原
の
離
騒
の

「

「
摂
提
貞
干
孟
陳
分
」
の
記
事
や
、
国
語
晋
語
四

「歳
在
大
梁
」
の
記
事

や
、
左
伝

の
裏
公
廿
八
年

「歳
在
星
紀
」

の
記
事
な
ど
を
例
と
し
て
、

春
秋
頃
に
星
歳
紀
年
法
が
あ

つ
た
と
主
張

し
て
い
る
が
、
実
は
そ
う
日

う
説
も
充
分
成
り
立

つ
と
思
う
、
処
が
昨
年
八
月
中
国
の
劉
坦
が

「論

星
歳
紀
年
」
を
著
し
て
浦
江
清
の
説
に
反
対
し
て
左
伝
の
記
事
な
ど
は

劉
歌

の
偽
託
で
あ
る
と
し
、
従

つ
て
星
歳
紀
年
法
は
春
秋
頃
に
は
無
か

つ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
う

い
う
よ
う
に
星
歳
紀
年
法
の
成
立
年
代
に
は
色

々
議
論
が
あ
る

が
、
そ
の
当
否
は
別
と
し
て
今
日
残

つ
て
い
る
最
も
整
備
さ
れ
た
紀
年

法
の
記
事
は
漢
書
天
文
志
に
載
せ
て
あ
る
石
氏
星
経
、
甘
氏
星
経
の
記

事
を
以
て
最
初
と
す
る
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

太
歳
在
寅
日
摂
提
格
歳
星
正
月
農
出
東
方

石
氏
日
名
監
徳

在
斗
・
牽
牛

甘
氏
在
建
星
・婆
女

在
卯
日
単
関
 

二
月
出
 

石
氏
日
名
降
入
 
在
婆
女
・
虚
・危
 
甘
氏
在
虚
・危

在
辰
日
執
徐
 

三一月
出
 

石
氏
日
名
青
章
 
在
営
室
・東
壁
 

甘
氏
同

在
巳
日
大
荒
落
 
四
月
出
 

石
氏
日
名
路
踵
 
在
奎
・
婁
 

甘
氏
同

在
午
日
敦
腓
 

五
月
出
 

石
氏
日
名
啓
明
 在
胃
・
昴
・
畢
 
甘
氏
同

在
未
日
協
治
 

六
月
出
 

石
氏
日
名
長
烈

在
塒
鵤
・参
 

甘
氏
在
参
罰

在
申
目
滑
灘
 

七
月
出
 

石
氏
日
名
天
晋
 
在
東
井
・輿
鬼
 

甘
氏
在
弧

在
酉
日
作
諮
 

八
月
出
 

石
氏
日
名
長
壬
 
在
柳
・
七
星
・
張
 甘
氏
在
注
張

在
戌
日
掩
茂
 

九
月
出
 

石
氏
日
名
天
惟
 
在
翼
・診
 

甘
氏
在
七
星
・翼

在
亥
日
大
淵
献
 
十
月
出
 

石
氏
日
名
天
皇
 在
角
・
充
始
 

甘
氏
在
斡
・角
・充
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在
子
日
困
敦
 
 
十
一月
出
 
 
 
 
石
氏
日
名
天
宗
 
在
底
・房
始
 
 
 
 
甘
氏
同

在
丑
日
赤
奮
若
 
十
二
月
出
 
 
 
 
石
氏
日
名
天
昊

在
尾
・箕
 
 
 
 
甘
氏
在
心
・尾

と
あ

る
、
右
の
表
中

「歳
星
正
月
農
出
東
方
」
と
は
歳
星
が
日
出
前

に
始
め
て
東
方
に
そ
の
姿
を
現
わ
す
と
日
う
こ
と
で
、
歳
星
の
東
方
に

現
れ
る
現
象
は
常
に
三
百
九
十
八
日
余
を
隔
て
て
起
る
処
の
現
象
で
、

従

つ
て
そ

の
起
る
日
は
毎
年
約

一
カ
月
つ

つ
後
れ
る
勘
定
と
な
る
、
そ

れ
故
太
歳
が
寅
に
在
る
年

の
正
月
農
に
歳
星
が
東
方
に
現

れ

る

す

る

と
、
そ

の
翌
年
は

一
カ
月
遅
れ
て
二
月
農
に
東
方
に
現
れ
る
こ
と
に
な

る
。
又
表

の

「在
斗

・
牽
牛
」
と
は
二
十
八
宿
名
で
区
分
を
記
し
た
も

の
で
、
若
し

「斗
牽
牛
」
を
十
二
次
の
区
分
で
日
え
ば
星
紀
に
相
当
し

方
角
か
ら
日
え
ば
丑
に
当
る
。
そ
こ
で
こ
の
表
の
意
味
を
要
約
し
て
日

え
ば
、
歳
星
が
星
紀
、
丑
に
在
る
歳
は
太
歳
は
寅
に
在

つ
て
、
そ
の
歳

名
を
摂
提
格
と
日
う
 
と
い
う
こ
と
に
な
る
、

こ
の
よ
う
に
し
て
十
二

年
周
期
を
以
て
歳
星
と
太
歳
と
が
次

々
に
回
つ
て
前
表
の
如
く
星
次
も

歳
名
も
変
つ
て
行
く
こ
と
に
な
る
、
石
氏
と
甘
氏
と
で
は
歳
名
や
二
十

八
宿
配
当
な
ど
で
多
少
相
異
し
た
所
が
あ
る
が
、
星
在
と
歳
在
と
の
関

係
は
同

一
で
あ
る
。

史
記
天
官
書
並
に
漢
書
芸
文
志

に
よ
れ
ば
石
甘
両
氏
は
戦
国
の
終
り

秦
の
昭
王
の
時
代
の
人
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
星
歳
紀
年
法

の
整
備
さ
れ
た
の
も
大
凡
そ
の
頃
で
あ
る
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。

星
歳
紀
年
法
の
記
事
は
こ
の
他
に
准
南
子
天
文
訓
 
史
記
天
官
書
な

ど
に
も
見
え
て
い
る
、
こ
れ
等
は
石
甘
両
氏
の
説
と
略

々
同

様

で

あ

る
が
、

た
だ
准
南
子
で
は
歳
星
の
見
え
る
月
割
が
石
甘
両
氏
と
相
異
し

て
石
甘
両
氏
が
正
、
二
、
三
月
等
と
す
る
処
を
准
南
子
で
は
十

一
、
十

二
、
正
月
等
と
日
う
よ
う
に
な

つ
て
い
る
、
そ
の
他
の
星
次
 
星
在

歳
在
 
歳
名
等
は
全
く
同

一
で
あ
る
。

処
が
漢

の
太
初
暦
に
は
前
記
石
甘
両
氏
、
准
南
子
、
史
記
天
官
書
な

ど
と
異
な
つ
た
星
在
歳
在
の
組
合
せ
が
記
載

さ
れ
て
い
る
、
両
方
比
較

し
て
見
る
と

歳
在

歳
名

寅
 
 
摂
提
格

卯
 
 
単
關

辰
 
 
執
徐

巳
 
 
大
荒
落

午
 
 
敦
洋

未
 
 
協
治

申
 
 
渚
灘

酉
 
 
作
郡

戌
 
 
闊
茂

亥
 
 
大
淵
献

子
 
 
困
敦

丑
 
 
赤
奮
若

石
甘
両
氏

准
南
、
史
記

星
次
、

星
紀
玄
楊
婦
砦
降
婁
大
梁
実
沈
鶉
首
鶉
火
鶉
尾
寿
星
大
火
析
木

星
在
丑子亥戌酉申未午巳辰卯寅

太
初
暦

星
次
、

嫌
砦
降
婁
大
梁
実
沈
鶉
首
鶉
火
鶉
尾
寿
星
大
火
析
木
星
紀峰

星
在
亥戌酉申未午巳辰卯寅丑子

の
如
く
で
あ
る
、
即
ち
石
甘
両
氏
、
准
南

子
、
史
記
で
歳
在
寅

の
時

に
星
在
丑
で
あ
る
の
に
対
し
、
太
初
暦
で
は
歳
在
寅
の
時
に
星
在
亥
で

あ
る
、

つ
ま
り
二
次
の
ズ
レ
を
生
じ
て
い
る
、
そ
れ
で
は
こ
の
ズ
レ
は

大

術

暦

考
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何
に
ょ
つ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
を
考
え
る
に
は
前
に
日

つ
た
歳
星
の
超
辰
法
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る
、
元
来
歳
星
は
正
確
に
十

二
ヶ
年
で

一
周
天
す
る
の
で
な
く
、
劉
歌
の
説
に
従
え
ば

一
四
四
年
に

超

一
辰
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
、
処
で
今
石
甘
両
氏
説
と
太
初
暦

と
の
製
作
年
代
を
比
較
し
て
見
る
と
、
前
述
の
通
り
石
甘
両
氏
を
秦
の

昭
王
頃
の
人
と
す
れ
ば
、
漢

の
太
初
初
年
ま
で
に
は
中
間
約
二
百
有
余

年
を
経
過
し
て
い
る
、
従

つ
て
劉
歌
の
超
辰
法
か
ら
日
う
と

一
辰
余
を

超
え

て
い
る
筈
で
、
未
だ
二
辰
は
超
え
て
い
な
い
、
若
し
太
初
暦
が
実

測
上
二
辰
を
超
え
る
と
し
て
前
表
の
如
く
な
つ
た
と
す
れ
ば
、

劉
歌

の

日
う
説
は
誤
算
で
あ
る
と
日
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
現
に
祖
沖
之
の
大
明

暦
で
は
八
四
年
超

一
辰
と
し
、

一
行
の
日
う
後
率
も
亦
た
八
四
年
超

一

辰
で
あ
り
、
今
の
天
文
学
か
ら
し
て
も
八
十
六
年
超

一
辰
が
定
説
で
あ

る
、

そ
う
す
る
と
二
百
余
年
間
に
は
二
辰
を
超
え
て
い
る
勘
定
と
な
り

太
初
暦
が
二
辰
を
超
え
て
い
る
と
日
う
説
は
実
測
上
正
確
で
あ
る
と
日

わ
ね
ば
な
ら
ず
、
従

つ
て
劉
歌
の
説
は
誤
謬
で
あ
る
こ
と
が
太
初
暦
か

ら
見

て
も
確
実
で
あ
る
、

一
行
が

「八
十
四
年
超

一
次
」(
五
星
議
)
と

日
つ
て
い
る
の
は
建
に
燗
眼
と
日
わ
ね
ば

な

ら

な

い
、
但
し

「五
星

議
」

に

歳

星
自
商
周
 
遣
春
秋
之
季
 
率
百
二
十
余
年
 
而
超

一
次
 
戦
国

後
 
其
行
漸
急
 
至
漢
尚
微
差
 
及
哀
平
間
 
余
勢
乃
尽
 
更
八
十

四
年
超

一
次
。

と
日
い
又

開

元
暦
 
歳
星
前
率
三
百
九
十
八
日
余
二
千
二
百

一
十
九
秒
九
十
三

自
哀
公
二
十
年
丙
寅
後
 
毎
加
度
余

一
分
 
尽
四
百
三
十
九
合
次
合

乃
加
秒
十
三
而
止
 
凡
ゴ
青

九
十
八
日
余
二
千
六
百
五
十
九
秒
六

而
与
日
合
 
是
為
歳
星
後
率
 
自
此
因
以
為
常

と
日
つ
て
歳
星
の
運
行
度
に
前
率
と
後
率
と
を
立
て
て
い
る
が
、
こ

れ
は

一
行
が

一
方
に
於
て
は
左
伝
や
国
語
な
ど
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
認

め
て
行
く
考
え
と
、
そ
れ
と
同
時
に

一
方

に
於
て
は
祖
沖
之
の
実
測
上

か
ら
す
る
行
度
を
も
認
め
、
こ
の
両
者
を
調
和
せ
ん
と
す
る
考
え
の
上

か
ら
立
て
ら
れ
た
説
で
、
古
典
の
説
そ
の
ま
ま
を
認
め
る
と
百
二
十
余

年
超

一
辰
と
な
り
、
実
測
上
か
ら
す
る
と
八
十
四
年
超

「
辰
と
な
る
、

若
し
こ
う
い
う
よ
う
に
前
率
と
後
率
と
を
立
て
て
行
く
と
、
当
然
歳
星

の
行
度
に
は
時
代
に
よ
つ
て
相
異
を
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

こ
れ
は
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
、
先
き
の
太
初
暦
に
超
二
辰
と
あ

る
説
と
も
相
異
し
て
来
る
こ

と

に
な

る
、
こ
の
こ
と
は
既
に
飯
島
忠

夫
博
士
の

「支
那
印
度
の
木
星
紀
年
法

の
起
原
に
就

い
て
」
 
(桑
原
博

士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
参
照
)
と
日
う
論
文
に
も
指
適
し
て
い
る
通

り
、
前
率
後
率
を
立
て
る
考
え
方
は
暦
法

と
し
て
は
不
徹
底
で
あ
り
、

一
行
暦
に
取
つ
て
建
に
遺
憾
の
こ
と
で
あ

る
が
、
し
か
し
左
伝
や
国
語

な
ど
の
古
典
の
説
を
全
然
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
所
に
支
那

の
暦
法
の
窮
屈
さ
が
あ
り
、
独
り

一
行

の
み
な
ら
ず
大
凡
の
暦
学
者
は

皆
多
少
と
も
そ
う
し
た
矛
盾
に
陥

つ
て
い
る
。
例
え
ば
古
典

に
よ
る
平

朔
と
、
実
測
上
の
定
朔
と
の
何
れ
を
採
る
か
と
日
う
問
題
、

章
法
を
採

る
か
、
破
章
法
を
採
る
か
と
日
う
問
題
等

々
常
に
暦
学
者

の
争
論

の
中

心
と
な

つ
て
い
た
事
実
に
徴
し
て
も
明

か

で

あ
る
。
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上
に
述
べ
た
よ
う
に
星
歳
紀
年
法
は
戦
国
頃
か
ら
漢
の
中
葉
ま
で
行

わ
れ
た
が
、
漢
の
中
葉
巳
後
ぱ
干
支
紀
年
法
に
転
化
し
、
実
際
の
暦
に

は
こ
れ

は
用
い
ら
れ
な
く
な

つ
た
.
 
 

五
星
運
行
に
つ
い
て
最
後
に
今

一
つ
の
問
題
は
そ
の
運
行
の
異
変
と

い
う
こ
と
で
あ
る
、
大
術
暦

「五
星
議
」
の
中
に
ぱ
歴
史
上
五
星

の
異

変
の
あ

つ
た
記
事
を
可
成
り
多
く
引
用
し
て
い
て
、
そ
れ
が
何
か
陰
陽

説
 
占
星
術
な
ど
と
関
連
が
あ
り
、
引
い
て
は
大
術
暦
そ
の
も
の
に
そ

う
し
た
迷
信
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
日
う
疑

い

も
起

つ
て
来
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
支
那
の
伝
統
思
想
た
る
天
意
と

政
治
と
が
密
接
な
る
関
係
を
保

つ
と
日
う
考
え
方
に
起
因

す

る
も

の

で
、
決
し
て
五
行
家
の
説
や
、
印
度
的
占
星
法
の
上
か
ら
日
つ
て
い
る

の
で
な

い
こ
と
は
本
誌
前
号
に
も
述
べ
て
置

い
た
通
り
で
あ
る
。

五
行
説
か
ら
日
う
と
歳
星
の
位
置
と
か
、
状
態
と
か
が
非
常
に
大
き

な
判
断
材
料
と
な
る
の
で
、
歳
星
の
回
り
合
は
せ
た
国
ぱ
運
勢
が
よ
い

と
か
、

又
歳
星
が
光
明
潤
沢
で
赤
く
角
が
あ
る
時
は
そ
の
国
が
昌
え
、

そ
れ
が
赤
黄
色
で
沈
ん
だ
よ
う
な
時
に
は
其
野
大
に
穰
が
あ
る
と
か
日

う
よ
う
に
、
歳
星
の
色
を
見
て
妖
祥
を
占
う
方
法
が
説
か
れ
て
あ
り
、

印
度
な
ど
で
も
そ
う
し
た
占
星
法
が
あ
つ
て
、
星
が
日
を
離
れ
る
遠
近

に
因
つ
て
そ
の
時
生
れ
た
子
供
の
善
悪
の
相
を
弁
じ
た
り
、
諸
宿
が
月

を
離
れ

る
遠
近
に
よ
つ
て
起
立
成
敗
の
相
を
弁
じ
た
り
、
更
に
又
月
が

某
宿
に
在
る
時
は
雨
量
が
多

い
と
か
、
日
月
の
在
る
処
に
因

つ
て
地
の

吉
凶
の
相
を
占

つ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
う
い
う
五
行
説
や
占

星
法
は
、
只
自
然
の
既
成
事
実
に
遭
う
て)
、
そ
れ
に
対
処
し
そ
の
災
を

免
れ
福
を
招

こ
う
と
す
る
日
わ
ば
対
症
療
法
式
で
、
未
だ
そ
の
原
因
に

逆
上

つ
て
何
故
そ
う
日
う
現
象
が
現
れ
る
か
と
日
う
道
徳
的
、
人
間
的

な
反
省
が
な

い
、
し
か
る
に
大
街
暦
に
日
う
処
の
五
星
異
変
は
人
間
の

行
動
、
政
治

の
治
乱
が
天
象
と
し
は
現
わ
れ

る
の
で
、
そ
れ
故
人
は
善

政
を
布
き
民
を
安
ん
じ
天
意
の
ま
ま
に
行
動

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
、
仮

令
異
変
が
起

つ
た
と
し
て
も
入
間
が
そ
の
行
為
を
反
省
し
、
悪
を
改
め

て
善
に
向
え
ば
天
も
こ
れ
に
感
じ
て
運
行
が
正
常
に
か
え
る
と
日
う
、

つ
ま
り
天
象
ぱ
政
治
道
徳
に
密
接
に
結
び
つ
く
と
日
う
支
那
の
古
有
の

天
人
相
関
説
に
根
拠
を
置
い
た
説
で
あ
る
、
一
五
星
議
」
に

日
月
所
以
著
尊
卑
不
易
之
象
 
五
星
所
以
示
政
教
従
時
之
義
 
故
日

月
之
失
行
也
微
而
少
、
五
星
之
失
行
也
著
而
多

と
日

つ
て
い
る
の
も
亦
た
そ
う
し
た
考
え
方
か
ら
し
て

の
説

で

あ

る
、

つ
ま
り
五
星
と
政
治
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
政
治
に
屡
々
変

動
が
あ
る
の
で
五
星
も
又
屡

々
行
を
失
う
こ
と
が
あ
る
と
日
う
の
で
あ

る
。已
上
で
大
体
大
術
暦
の
大
意
を
述
べ
終

つ
た
、

こ
の
論
文
は
元
よ
り

解
説
で
あ

つ
て
、
暦
術
と
し
て
の
計
算
法
な
ど
は
述
べ
な
か

つ
た
。

現
今

一
般
に
太
陽
暦
が
行
わ
れ
、
そ
の
地
動
説
に
よ

つ
て
解
釈
す
れ

ば
、
天
体
現
象
な
ど
も
簡
単
に
説
明
出
来
る
時
代
に
、
何
故
に
む

つ
か

し
い
天
動
説
を
基
礎
と
し
た
昔
の
支
那
の
太
陰
太
陽
暦
な
ど
の
研
究
を

す
る
必
要
が
あ
る
か
、
又
そ
れ
が
何
の
価
値

が
あ
る
か
、
と
日
う
人
も

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
の
意
図
は

一
つ
に
は
支
那
の
暦
法
史
上
、

一
行
の
地
位
の
高
く
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
日
う
こ
と
を
彰
わ
さ
ん

大

術

暦

考
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密

教

文

化

が
為
め
と
、

一
つ
に
は
大
術
暦
が
現
在
わ
れ
わ
れ
の
理
解
し
て
い
る
太

陽
暦
と
比
較
し
て
、
ど
う
い
う
所
に
異
同
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
知

ろ
う
と
す
る
為
め
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

支
那

の
暦
は
太
陽
暦
と
必
ず
し
も
全
然
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
は
日

え
な
い
、
清
の
玩
元
の

「疇
人
伝
」
に
 
梅
文
鼎
の

「暦
学
疑
問
補
」

を
引
い
て

間
者

日
 
天
道
以
久
而
明
 
暦
法
以
修
而
密
 
今
新
暦
入
而
尽
変
其

法
 

以
従
之
 
則
前
此
之
積
候
挙
不
足
用
乎
 
日
今
之
新
暦
也
 
乃

兼
用
其
長
 
以
補
奮
法
之
未
備
 
非
尽
廃
古
法
而
従
新
暦
也
 
夫
西

暦
之
同
乎
中
法
者
 
不
止

一
端
 
其
言
日
五
星
之
最
高
加
減
也
 
即

中
法
之
盈
縮
暦
也
 
在
太
陰
 
則
遅
疾
暦
也
 
其
言
五
星
之
歳
輪
也

即
中
法
之
段
目
也
 

其
言
恒
星
東
行
也
 
即
中
法
之
歳
差
也
…
…
…

此
其
可
取
者
也

と
日

つ
て
い
る
よ
う
に
、
西
洋
暦
と
支
那
暦
と
で
は
共
通
し
た
点
が

あ
り
、
天
動
説
で
も
地
動
説
で
も
そ
の
関
係
が
同
じ
の
も
の
も
あ
る
、
只

支
那
暦
で
は
そ
の
現
わ
れ
た
処
の
天
象

の
実
情
に
即
し
て
暦
を
作
ろ
う

と
し
、

西
洋
暦
で
は
そ
の
然
る
所
以
を
窮
明
し
、
そ
の
上
で
暦
を
作
ろ

う
と
す
る
相
異
が
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
そ
の
関
係
や
現
象
そ
の
も

の
に
は
変
り
が
な
い
、
そ
れ
故
将
来

は
各
そ
の
長
を
取
り
短
を
補

い
、

よ
り
完
全
な
暦
法
が
作
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
、
現
に
世

界
暦
の
提
唱
さ
え
あ
る
時
代
で
あ
る
か
ら
、
将
来
必
ず
や
そ
う
日
う
完

全
な
暦

が
作
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

天
地

は
永
遠
に
神
秘
で
あ
る
、
人
間
の
智
は
只
そ
の
神
秘
の
窓
口
を

覗
い
て
、
部
分
的
に
そ
の
事
実
を
と
ら
え
、

そ
れ
を
合
理
的
に
説
明
し

よ
う
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
、
こ
の
意
味
に
於

て
古
来
の
優
れ
た
暦
法
家

達
の
仕
事
は
、
神
秘
の
扉
を
開
く
鍵

の
如
き
役
割
を
果
し
た
も
の
と
日

え
よ
う
。
殊
に
密
教
の
教
理
に
精
通
し
、
併
せ
て
易
学
の
慈
奥
に
洞
達

し
て
い
た

一
行
に
在

つ
て
は
、
そ
の
暦
学
は
、
法
爾
自
然
の
妙
諦
、
開

物
成
務
の
具
体
的
表
現
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

重
ね
て
、
祖
師

一
行
禅
師
の
偉
大
な
る
科
学
的
業
績
に
対
し
敬
意
を

表
し

つ
つ
こ
の
小
論
を
終
る
こ
と
に
す
る
。

(
完
)
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